
  〜 理想の未来像へ向かって〜

 AOYAMA VISION160



長期目標（10 年）「AOYAMA VISION 160」 超長期ヴィジョン（30 年後）「AOYAMA MIRAI VISION」

学
院
一
貫
教
育

4つの教育要素の共有
・ 青山学院の「キリスト教教育」「国際教育」
「先端科学教育」「想像＆創造教育」の4要
素について、定義が明文化（共通言語化）
され、学院内において共通理解となって
いる。

・ 4要素のうち、設置学校間で共通する方
法（人権教育・平和共生教育・STEAM教
育等）があるものについては、それが明
確となり、設置学校間で連携して取り組
まれている。

・ 学院の内外において、これら４要
素が青山学院の教育の特長として
認知されている。

系属校との共有
・ 系属校と青山学院の理念と目指す人物像が

共有されている。
・ 系属校と4要素の共通理解と実践への参画、協働

を可能にする取組がなされている。

Goal1    ＜ 学院一貫教育 ＞
価値共有による一貫教育が提供される

教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム

4つの教育要素の実践
・ 「キリスト教教育」「国際教育」「先端科学

教育」「想像＆創造教育」の４要素すべて
について、学院共通の定義のもとに、各
設置学校において成長段階に応じた教育
が提供されている。

・ 「想像＆創造教育」については、イマジ
ネーション（想像力）とクリエイティビ
ティ（創造力）を伸ばしイノベーション

（改革）を起こす、他にはないユニークな
教育プログラムとして学院内外から注目
されている。

教育手法と学ぶ人の拡充
・ 対面による教育と遠隔（バーチャル含む）

による教育の最適なバランスが保たれ、
ライフスタイルや学習目的に応じた教育
手法が取り入れられている。

・ その教育手法が広く社会に認知され、属
性にとらわれず多様な層から学ぶ人を受
け入れている。

創造を促す教育の実施
・ 個別最適な学習と協働学習の最適

なバランスが保たれ、個人の創造
のみならず、集団的な創造を促す
教育がなされている。

・ 個人を尊重し、豊かな人格の形成に
資する評価、社会に受け入れられる
評価がなされている。

地球市民の育成
・ 海外との交流プログラム・協働プログラムが

拡充され、正課（教育課程）・正課外（教育課
程外）を問わず日常的に海外の学生・スタッ
フ等と協働する場が提供されている。

・ 地球市民として世界の人々や様々なもの（テ
クノロジーや自然等）と関わり合い、自然界
のあらゆる生命体を視野に入れた価値創造
のための教育が提供されている。

生涯学習の拡充
・ 一生涯において教育と居場所を提供し、働き方

の多様化によるキャリア形成の変化にも対応し
た教育が拡充されている。

組織的な知の集積と発信
・ 学院内外の研究者との共同研究が促進され、

組織的に知の集積と発信を促す取組がなされ
ている。

・ 複数分野で青山学院大学の高い研究力が広く
社会に認知されている。

Goal2    ＜ 教育・研究システム ＞
すべての教育段階で価値創造のための教育が広く提供され、
多くの研究成果が組織的に生み出される

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

開かれた学びと新たな価値の創造
・ 学校を取り巻く多様な人々や諸機関と創

造的に関わり合い、社会課題の解決や社
会に対する新しい価値創造の実績が積ま
れている。

開かれた研究拠点の創出
・ 多様な研究者を受け入れ、積極的に研究

ネットワークのイニシアティブをとり、
研究の創発（「創造と想像」の発信）の場と
なっている。

Goal3    ＜ ソーシャル・エンゲージメント ＞
すべての人と社会のための 『学びと研究の拠点』になる

環
境
基
盤

・ 青山学院が今後も社会から求められる学校であるための、
　多様な在校生の受入れや適正な学校規模に関する方向性の検討・決定と周知
・ 教育研究環境の整備に資するキャンパス再開発計画
・ 教育研究環境の整備を見据えた青山キャンパス老朽化建物の建替え計画
・ 青山学院相模原キャンパス・校外施設等の課題整理・方針策定・実施

Base1    ＜ 環境基盤 ＞　3Goalsを実現するための教育研究環境を整備
① 日本における少子高齢化と世界の人口増加を鑑み、多様な人々を受け入れる適正な規模（在籍者数）の学校を目指す
② バーチャル空間での教育を視野に入れ、適切なキャンパス配置、学外施設の整備を行う
③ 社会連携のための社会に開かれたキャンパスを構築する
④ 正課（教育課程）・正課外（教育課程外）の両面で日常的に海外学生と協働する環境を整備する
⑤ 環境へ配慮したエコキャンパス、誰もが利用しやすいバリアフリーな施設を整備する

組
織
基
盤

・ 教学-経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制の確立
・各設置学校における教職協働体制の構築を担える職員の人材配置及び育成
・今後10年間で人事部が取組むサーバント・リーダー輩出に資する人事政策の実行

Base2    ＜ 組織基盤 ＞　3Goalsを実現するための組織機構の整備
① 教学ー経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制を確立する
② 各設置学校で教職協働体制を確立する
③ 働き手の多様性を活かす組織体制を確立する
④ 学外のリソースを有効に活用する体制を確立する

財
政
基
盤

・ 財政基盤確立のための数値目標の設定及び目標達成のための方策の検討・実行
・ 学院財政における10年収支試算表の作成・更新
・ 在学生等への経済的支援充実に向けた原資の再構築
・ 万代基金拡大を目的とした資金運用の推進

Base3    ＜ 財政基盤 ＞　3Goalsを実現するための財政基盤の確立
① 青山学院を目指す意欲ある学生や生徒が、経済的理由で進学を諦めることがないよう、支援体制を確立する
② 意欲ある在籍学生や生徒の経済的支援体制を確立する
③ 世界に並び立つ教育研究を支える体制を確立する
④ 超長期的視点に立った重点投資を行い、教育の質向上と経営の発展の好循環を目指して、安定的な財政基盤を維持する

「AOYAMA MIRAI VISION」を実現するため、学院一貫教育、教育・研究システム、ソーシャル・エンゲージメントを
柱とした３Goals、それらを支えるため、環境基盤、組織基盤、財政基盤を柱とした3Basesを策定し、これからの10
年間の目標である「AOYAMA VISION 160」を実行していきます。

Targets

① 理念と目指す人物像を一貫する
② 目指す人物像を育成するために必要な要素を共有する
③ 系属校と青山学院の理念と目指す人物像を共有し、
 4つの教育要素の共通理解と実践への参画、協働を可能にする

Targets

① “いつでも”開かれた「学びの拠点」を創る
② “誰にでも” 開かれた「学びの拠点」を創る
③ 新しい価値創造に向けた「研究の拠点」を創る

Targets

① 多様な層に教育を広げる
② 想像と創造のための教育プログラムを拡充・新設する
③ 地球市民として共生社会に関わる教育を提供する
④ 一生涯学べる教育プログラムを提供する
⑤ 組織的に高度な研究成果を生み出す

AOYAMA
MIRAI

VISION

「生涯教育プログラム」の拡充により、
いつでも開かれた学びの場を
提供します。

「万代基金1000億円」の実現により
すべての奨学生に
給付型奨学金を支給します。

長期目標（10 年）「AOYAMA VISION 160」 超長期ヴィジョン（30 年後）「AOYAMA MIRAI VISION」

学
院
一
貫
教
育

4つの教育要素の共有
・ 青山学院の「キリスト教教育」「国際教育」
「先端科学教育」「想像＆創造教育」の4要
素について、定義が明文化（共通言語化）
され、学院内において共通理解となって
いる。

・ 4要素のうち、設置学校間で共通する方
法（人権教育・平和共生教育・STEAM教
育等）があるものについては、それが明
確となり、設置学校間で連携して取り組
まれている。

・ 学院の内外において、これら４要
素が青山学院の教育の特長として
認知されている。

系属校との共有
・ 系属校と青山学院の理念と目指す人物像が

共有されている。
・ 系属校と4要素の共通理解と実践への参画、協働

を可能にする取組がなされている。

Goal1    ＜ 学院一貫教育 ＞
価値共有による一貫教育が提供される

教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム

4つの教育要素の実践
・ 「キリスト教教育」「国際教育」「先端科学

教育」「想像＆創造教育」の４要素すべて
について、学院共通の定義のもとに、各
設置学校において成長段階に応じた教育
が提供されている。

・ 「想像＆創造教育」については、イマジ
ネーション（想像力）とクリエイティビ
ティ（創造力）を伸ばしイノベーション

（改革）を起こす、他にはないユニークな
教育プログラムとして学院内外から注目
されている。

教育手法と学ぶ人の拡充
・ 対面による教育と遠隔（バーチャル含む）

による教育の最適なバランスが保たれ、
ライフスタイルや学習目的に応じた教育
手法が取り入れられている。

・ その教育手法が広く社会に認知され、属
性にとらわれず多様な層から学ぶ人を受
け入れている。

創造を促す教育の実施
・ 個別最適な学習と協働学習の最適

なバランスが保たれ、個人の創造
のみならず、集団的な創造を促す
教育がなされている。

・ 個人を尊重し、豊かな人格の形成に
資する評価、社会に受け入れられる
評価がなされている。

地球市民の育成
・ 海外との交流プログラム・協働プログラムが

拡充され、正課（教育課程）・正課外（教育課
程外）を問わず日常的に海外の学生・スタッ
フ等と協働する場が提供されている。

・ 地球市民として世界の人々や様々なもの（テ
クノロジーや自然等）と関わり合い、自然界
のあらゆる生命体を視野に入れた価値創造
のための教育が提供されている。

生涯学習の拡充
・ 一生涯において教育と居場所を提供し、働き方

の多様化によるキャリア形成の変化にも対応し
た教育が拡充されている。

組織的な知の集積と発信
・ 学院内外の研究者との共同研究が促進され、

組織的に知の集積と発信を促す取組がなされ
ている。

・ 複数分野で青山学院大学の高い研究力が広く
社会に認知されている。

Goal2    ＜ 教育・研究システム ＞
すべての教育段階で価値創造のための教育が広く提供され、
多くの研究成果が組織的に生み出される

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

開かれた学びと新たな価値の創造
・ 学校を取り巻く多様な人々や諸機関と創

造的に関わり合い、社会課題の解決や社
会に対する新しい価値創造の実績が積ま
れている。

開かれた研究拠点の創出
・ 多様な研究者を受け入れ、積極的に研究

ネットワークのイニシアティブをとり、
研究の創発（「創造と想像」の発信）の場と
なっている。

Goal3    ＜ ソーシャル・エンゲージメント ＞
すべての人と社会のための 『学びと研究の拠点』になる

環
境
基
盤

・ 青山学院が今後も社会から求められる学校であるための、
　多様な在校生の受入れや適正な学校規模に関する方向性の検討・決定と周知
・ 教育研究環境の整備に資するキャンパス再開発計画
・ 教育研究環境の整備を見据えた青山キャンパス老朽化建物の建替え計画
・ 青山学院相模原キャンパス・校外施設等の課題整理・方針策定・実施

Base1    ＜ 環境基盤 ＞　3Goalsを実現するための教育研究環境を整備
① 日本における少子高齢化と世界の人口増加を鑑み、多様な人々を受け入れる適正な規模（在籍者数）の学校を目指す
② バーチャル空間での教育を視野に入れ、適切なキャンパス配置、学外施設の整備を行う
③ 社会連携のための社会に開かれたキャンパスを構築する
④ 正課（教育課程）・正課外（教育課程外）の両面で日常的に海外学生と協働する環境を整備する
⑤ 環境へ配慮したエコキャンパス、誰もが利用しやすいバリアフリーな施設を整備する

組
織
基
盤

・ 教学-経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制の確立
・各設置学校における教職協働体制の構築を担える職員の人材配置及び育成
・今後10年間で人事部が取組むサーバント・リーダー輩出に資する人事政策の実行

Base2    ＜ 組織基盤 ＞　3Goalsを実現するための組織機構の整備
① 教学ー経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制を確立する
② 各設置学校で教職協働体制を確立する
③ 働き手の多様性を活かす組織体制を確立する
④ 学外のリソースを有効に活用する体制を確立する

財
政
基
盤

・ 財政基盤確立のための数値目標の設定及び目標達成のための方策の検討・実行
・ 学院財政における10年収支試算表の作成・更新
・ 在学生等への経済的支援充実に向けた原資の再構築
・ 万代基金拡大を目的とした資金運用の推進

Base3    ＜ 財政基盤 ＞　3Goalsを実現するための財政基盤の確立
① 青山学院を目指す意欲ある学生や生徒が、経済的理由で進学を諦めることがないよう、支援体制を確立する
② 意欲ある在籍学生や生徒の経済的支援体制を確立する
③ 世界に並び立つ教育研究を支える体制を確立する
④ 超長期的視点に立った重点投資を行い、教育の質向上と経営の発展の好循環を目指して、安定的な財政基盤を維持する

3Goals & 3Bases

詳しくはWEBをご覧ください

「未来共創センター」を新設し、
学院一貫教育の課題等について対話から
共創を生み出します。

Goal1 「海外体験・国際交流」を推進し、
地球市民を育てます。

Goal2

「生涯教育プログラム」の拡充により、
いつでも開かれた学びの場を
提供します。

Goal2,3

「アントレプレナーシップ人材」を
育成し、「青学発スタートアップ」を
支援します。

「ダブルディグリープログラム等の
学位取得型留学」を拡充し、
留学制度の充実を図ります。

「想像＆創造教育」の実践により、
生きる力を育てます。

Goal2

「万代基金1000億円」の実現により
すべての奨学生に
給付型奨学金を支給します。

Base3

「青山キャンパス再開発計画」により、
学ぶ人のための環境を整えます。

Base1

MISSION

詳細は中面へ

20 years later

想像力と創造性が発揮され、知の沸き立つ
教育機関として国内外で確固たる地位を築く
30年後も青山学院が社会に求められ続ける学校であるために、
2つのことを確認しました。ひとつめは今後、社会がどのように
変化しても、「青山学院」として存続する限り変えてはいけないもの。
ふたつめは、社会変革・社会のニーズを捉えて、教育機関として
変えていくもの。これらを背景として、青山学院が30年後に目指す
ありたい姿・あるべき姿「AOYAMA MIRAI VISION」を策定しました。

超長期ヴィジョン
AOYAMA MIRAI VISION

30 years later

AOYAMA
MIRAI

VISION
30年後の青山学院の
ありたい姿・あるべき姿

（未来像）

建学の精神
青山学院の教育は、永久にキリスト教の信仰にもとづいて、行われる。

青山学院教育方針
青山学院の教育は
キリスト教信仰にもとづく教育をめざし、
神の前に真実に生き
真理を謙虚に追求し 
愛と奉仕の精神をもって
すべての人と社会とに対する責任を
進んで果たす人間の形成を目的とする。

スクール・モットー
地の塩、世の光
The Salt of the Earth, The Light of the World （聖書 マタイによる福音書 第5章13〜16節より）

青山学院のミッション - 青山学院が普遍的に持つ価値 -

「バックキャスティング」とは、目標とする未来の姿から逆算して、
これから何をすべきかを見定める思考のことを言います。

Back casting

AOYAMA VISION
すべての人と社会のために未来を拓く

サーバント・リーダーを育成する総合学園

青山学院が育むサーバント・リーダーは、
自由で自立した存在として、

他者に仕えるとともに、互いの価値を見出し、
それを他の価値とつなぐことによって

新しい時代を創造します。

MISSION

150周年を迎えた今、
30年先の理想の未来像を実現するために、
これからの10年でやるべきこと。

10 years later

AOYAMA
VISION

160
理想の未来像を
実現するため

今後10年でやるべきこと

30年後を見据えた超長期ヴィジョンを実現するため、
この10年で取り組むべき目標を策定
青山学院全体で重点的に取り組む目標、学院内のすべての学校に共通
する目標を策定しました。各設置学校においても、これに沿った目標を
立て、計画を実行していきます。

160周年に向けた長期目標
AOYAMA VISION 160

2024

創立150周年

キリスト教信仰にもとづく青山学院のミッションをいしずえに、

「AOYAMA VISION」に掲げた「サーバント・リーダーの育成」を

さらに推し進めるため、30年後の青山学院の未来像

「AOYAMA MIRAI VISION」と、そこからバックキャスティングした

今後10年でやるべきこと「AOYAMA VISION 160」を策定しました。

【青山学院未来構想体系図】

超長期ヴィジョン
「AOYAMA MIRAI VISION」

ミッション

中期計画・事業計画・実行計画

長期目標
「AOYAMA VISION 160」

AOYAMA VISION

=

AOYAMA MIRAI VISION +
 AOYAMA VISION 160



長期目標（10 年）「AOYAMA VISION 160」 超長期ヴィジョン（30 年後）「AOYAMA MIRAI VISION」

学
院
一
貫
教
育

4つの教育要素の共有
・ 青山学院の「キリスト教教育」「国際教育」
「先端科学教育」「想像＆創造教育」の4要
素について、定義が明文化（共通言語化）
され、学院内において共通理解となって
いる。

・ 4要素のうち、設置学校間で共通する方
法（人権教育・平和共生教育・STEAM教
育等）があるものについては、それが明
確となり、設置学校間で連携して取り組
まれている。

・ 学院の内外において、これら４要
素が青山学院の教育の特長として
認知されている。

系属校との共有
・ 系属校と青山学院の理念と目指す人物像が

共有されている。
・ 系属校と4要素の共通理解と実践への参画、協働

を可能にする取組がなされている。

Goal1    ＜ 学院一貫教育 ＞
価値共有による一貫教育が提供される

教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム

4つの教育要素の実践
・ 「キリスト教教育」「国際教育」「先端科学

教育」「想像＆創造教育」の４要素すべて
について、学院共通の定義のもとに、各
設置学校において成長段階に応じた教育
が提供されている。

・ 「想像＆創造教育」については、イマジ
ネーション（想像力）とクリエイティビ
ティ（創造力）を伸ばしイノベーション

（改革）を起こす、他にはないユニークな
教育プログラムとして学院内外から注目
されている。

教育手法と学ぶ人の拡充
・ 対面による教育と遠隔（バーチャル含む）

による教育の最適なバランスが保たれ、
ライフスタイルや学習目的に応じた教育
手法が取り入れられている。

・ その教育手法が広く社会に認知され、属
性にとらわれず多様な層から学ぶ人を受
け入れている。

創造を促す教育の実施
・ 個別最適な学習と協働学習の最適

なバランスが保たれ、個人の創造
のみならず、集団的な創造を促す
教育がなされている。

・ 個人を尊重し、豊かな人格の形成に
資する評価、社会に受け入れられる
評価がなされている。

地球市民の育成
・ 海外との交流プログラム・協働プログラムが

拡充され、正課（教育課程）・正課外（教育課
程外）を問わず日常的に海外の学生・スタッ
フ等と協働する場が提供されている。

・ 地球市民として世界の人々や様々なもの（テ
クノロジーや自然等）と関わり合い、自然界
のあらゆる生命体を視野に入れた価値創造
のための教育が提供されている。

生涯学習の拡充
・ 一生涯において教育と居場所を提供し、働き方

の多様化によるキャリア形成の変化にも対応し
た教育が拡充されている。

組織的な知の集積と発信
・ 学院内外の研究者との共同研究が促進され、

組織的に知の集積と発信を促す取組がなされ
ている。

・ 複数分野で青山学院大学の高い研究力が広く
社会に認知されている。

Goal2    ＜ 教育・研究システム ＞
すべての教育段階で価値創造のための教育が広く提供され、
多くの研究成果が組織的に生み出される

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

開かれた学びと新たな価値の創造
・ 学校を取り巻く多様な人々や諸機関と創

造的に関わり合い、社会課題の解決や社
会に対する新しい価値創造の実績が積ま
れている。

開かれた研究拠点の創出
・ 多様な研究者を受け入れ、積極的に研究

ネットワークのイニシアティブをとり、
研究の創発（「創造と想像」の発信）の場と
なっている。

Goal3    ＜ ソーシャル・エンゲージメント ＞
すべての人と社会のための 『学びと研究の拠点』になる

環
境
基
盤

・ 青山学院が今後も社会から求められる学校であるための、
　多様な在校生の受入れや適正な学校規模に関する方向性の検討・決定と周知
・ 教育研究環境の整備に資するキャンパス再開発計画
・ 教育研究環境の整備を見据えた青山キャンパス老朽化建物の建替え計画
・ 青山学院相模原キャンパス・校外施設等の課題整理・方針策定・実施

Base1    ＜ 環境基盤 ＞　3Goalsを実現するための教育研究環境を整備
① 日本における少子高齢化と世界の人口増加を鑑み、多様な人々を受け入れる適正な規模（在籍者数）の学校を目指す
② バーチャル空間での教育を視野に入れ、適切なキャンパス配置、学外施設の整備を行う
③ 社会連携のための社会に開かれたキャンパスを構築する
④ 正課（教育課程）・正課外（教育課程外）の両面で日常的に海外学生と協働する環境を整備する
⑤ 環境へ配慮したエコキャンパス、誰もが利用しやすいバリアフリーな施設を整備する

組
織
基
盤

・ 教学-経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制の確立
・各設置学校における教職協働体制の構築を担える職員の人材配置及び育成
・今後10年間で人事部が取組むサーバント・リーダー輩出に資する人事政策の実行

Base2    ＜ 組織基盤 ＞　3Goalsを実現するための組織機構の整備
① 教学ー経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制を確立する
② 各設置学校で教職協働体制を確立する
③ 働き手の多様性を活かす組織体制を確立する
④ 学外のリソースを有効に活用する体制を確立する

財
政
基
盤

・ 財政基盤確立のための数値目標の設定及び目標達成のための方策の検討・実行
・ 学院財政における10年収支試算表の作成・更新
・ 在学生等への経済的支援充実に向けた原資の再構築
・ 万代基金拡大を目的とした資金運用の推進

Base3    ＜ 財政基盤 ＞　3Goalsを実現するための財政基盤の確立
① 青山学院を目指す意欲ある学生や生徒が、経済的理由で進学を諦めることがないよう、支援体制を確立する
② 意欲ある在籍学生や生徒の経済的支援体制を確立する
③ 世界に並び立つ教育研究を支える体制を確立する
④ 超長期的視点に立った重点投資を行い、教育の質向上と経営の発展の好循環を目指して、安定的な財政基盤を維持する

「AOYAMA MIRAI VISION」を実現するため、学院一貫教育、教育・研究システム、ソーシャル・エンゲージメントを
柱とした３Goals、それらを支えるため、環境基盤、組織基盤、財政基盤を柱とした3Basesを策定し、これからの10
年間の目標である「AOYAMA VISION 160」を実行していきます。

Targets

① 理念と目指す人物像を一貫する
② 目指す人物像を育成するために必要な要素を共有する
③ 系属校と青山学院の理念と目指す人物像を共有し、
 4つの教育要素の共通理解と実践への参画、協働を可能にする

Targets

① “いつでも”開かれた「学びの拠点」を創る
② “誰にでも” 開かれた「学びの拠点」を創る
③ 新しい価値創造に向けた「研究の拠点」を創る

Targets

① 多様な層に教育を広げる
② 想像と創造のための教育プログラムを拡充・新設する
③ 地球市民として共生社会に関わる教育を提供する
④ 一生涯学べる教育プログラムを提供する
⑤ 組織的に高度な研究成果を生み出す

AOYAMA
MIRAI

VISION

「生涯教育プログラム」の拡充により、
いつでも開かれた学びの場を
提供します。

「万代基金1000億円」の実現により
すべての奨学生に
給付型奨学金を支給します。

サーバント・リーダーを育成する
4つの教育要素

「サーバント・リーダー」は青山学院の一貫教育が目指す人物像です。
青山学院では、「キリスト教教育」「国際教育」「先端科学教育」「想像＆創造教育」の４つを

「サーバント・リーダー」を育成する教育要素とし、
これらの教育をすべての設置学校で共有、実践していきます。

キ
リ
ス
ト
教
教
育

先
端
科
学
教
育

想
像
＆
創
造
教
育

国
際
教
育

● 礼拝と聖書の学び
 日々の礼拝、聖書の学び、その他のキリスト教活動を通し

て、青山学院の「キリスト教信仰にもとづく教育」の意味を
理解し、実践していきます。青山学院では、神の愛を知り、
自己を見つめ、神の前に真実に生き、真理を謙虚に追求し
つつ世界観・倫理観・宗教観を培い、積極的に社会や人間
の課題と向き合う人を育成します。

● 賜物の自覚と尊重
 神から与えられている賜物を出会いと経験を通して磨き、

進んでその賜物を活かすことを目指します。青山学院では
さらに、多様な賜物があることを知り、他者の賜物を尊重
することによって異なる他者と共に生きる道を拓き、すべ
ての人と社会に対する責任を果たす人を育成します。

● 「平和を造る人々」の育成
  世界の平和をどのように構築するか、いかにして共生を可

能にするかは、いつの時代においても大きな課題です。青
山学院では、聖書の教えに基づき、喜ぶ人と共に喜び、泣
く人と共に泣くことのできる隣人愛を身につけ、世界のた
めに祈り、「平和を造る人々」を育成します。

● 異文化の理解
 多様な文化が共存する世界で生きるためには、異文化を理

解する力は不可欠です。青山学院では、学内外の活動を通
して、異文化に触れ多様な価値観を知る機会を提供し、異
なる文化的背景を持つ人々との対話を通じて、その違いを
理解し尊重する力を育成します。

● 国際的コミュニケーション能力の獲得
 これからの世界で必要とされるのは、言語や文化の壁を超

えてコミュニケーションをとり協力関係を築き上げる人で
す。青山学院では、単なる言語能力の習得にとどまらず、
多言語の世界で柔軟かつ適応力のある思考ができる能力の
育成を目指し、国際的なコミュニケーションを必要とする
様々な場面に積極的に参加・貢献する人物を育成します。

● 地球市民意識の醸成
  一人ひとりが世界の一員であると自覚すると、グローバル

な課題を自分にも関わる重要なことであると認識できま
す。青山学院では、地域社会そして全世界に貢献する意欲
と能力を培い、国籍や民族の違いを超えた地球市民意識を
持つ人物を育成します。

● 先端科学の知識と知恵の追求
 科学の発展は人類に多くの恩恵を与え、特に近年の情報科

学技術の革新は目覚ましく、今後もその進歩は止まること
はないでしょう。青山学院では、学ぶ人が先端科学の知識
を吸収し、リテラシーを身につけ、知恵を広げるサポート
を行います。

● 科学的方法の習得
 日々の学校生活や学びは、好奇心と探究心を育む「問い続

ける学びの場」です。青山学院では、一貫教育のそれぞれ
の発達段階に合わせて、科学的方法を活用できる体験を提
供します。

● 次世代につなぐ知識の活用と行動
  先端科学教育を学ぶ目的は、美しい地球を次の世代につな

ぎ、希望ある世界の平和を実現するためです。青山学院で
は、困難な中にあっても常にこの目的を念頭に学び、得た
知恵や技能を活用して、すべての人の幸せのために行動で
きる人物を育成します。

● 五感の涵養
 豊かな想像力は豊かな創造性の源です。青山学院では、

多種多様な体験を通じて五感を涵養する教育を行います。

● 創造性の伸長
 創造（creation）とは、想像（imagination）の実現・表出で

あり、人間性の発露です。青山学院では、教育のすべて
の場を学習者本位の探究と実践の場とし、個々の創造性
を伸長します。

● 共創の促進
  個々の創造性は他者と適切に関わることによってより強く

発揮されます。青山学院では、異なる多様なバックグラウ
ンドを持った人たちとの共創を促進すると同時に、集団の
創造性を発揮できる人物を育成します。

青山学院はサーバント・リーダーを育成し輩出することで、これから30年の社会の課題に応えていきます。
サーバント・リーダーを育成するための「4つの教育要素」を定め、

これをヴィジョン実現の柱となる「3Goals & 3Bases」に取り込み、推進していきます。

サーバント・
リーダーの育成

&
3Goals

3Bases

4 つの
教育要素

長期目標（10 年）「AOYAMA VISION 160」 超長期ヴィジョン（30 年後）「AOYAMA MIRAI VISION」

学
院
一
貫
教
育

4つの教育要素の共有
・ 青山学院の「キリスト教教育」「国際教育」
「先端科学教育」「想像＆創造教育」の4要
素について、定義が明文化（共通言語化）
され、学院内において共通理解となって
いる。

・ 4要素のうち、設置学校間で共通する方
法（人権教育・平和共生教育・STEAM教
育等）があるものについては、それが明
確となり、設置学校間で連携して取り組
まれている。

・ 学院の内外において、これら４要
素が青山学院の教育の特長として
認知されている。

系属校との共有
・ 系属校と青山学院の理念と目指す人物像が

共有されている。
・ 系属校と4要素の共通理解と実践への参画、協働

を可能にする取組がなされている。

Goal1    ＜ 学院一貫教育 ＞
価値共有による一貫教育が提供される

教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム

4つの教育要素の実践
・ 「キリスト教教育」「国際教育」「先端科学

教育」「想像＆創造教育」の４要素すべて
について、学院共通の定義のもとに、各
設置学校において成長段階に応じた教育
が提供されている。

・ 「想像＆創造教育」については、イマジ
ネーション（想像力）とクリエイティビ
ティ（創造力）を伸ばしイノベーション

（改革）を起こす、他にはないユニークな
教育プログラムとして学院内外から注目
されている。

教育手法と学ぶ人の拡充
・ 対面による教育と遠隔（バーチャル含む）

による教育の最適なバランスが保たれ、
ライフスタイルや学習目的に応じた教育
手法が取り入れられている。

・ その教育手法が広く社会に認知され、属
性にとらわれず多様な層から学ぶ人を受
け入れている。

創造を促す教育の実施
・ 個別最適な学習と協働学習の最適

なバランスが保たれ、個人の創造
のみならず、集団的な創造を促す
教育がなされている。

・ 個人を尊重し、豊かな人格の形成に
資する評価、社会に受け入れられる
評価がなされている。

地球市民の育成
・ 海外との交流プログラム・協働プログラムが

拡充され、正課（教育課程）・正課外（教育課
程外）を問わず日常的に海外の学生・スタッ
フ等と協働する場が提供されている。

・ 地球市民として世界の人々や様々なもの（テ
クノロジーや自然等）と関わり合い、自然界
のあらゆる生命体を視野に入れた価値創造
のための教育が提供されている。

生涯学習の拡充
・ 一生涯において教育と居場所を提供し、働き方

の多様化によるキャリア形成の変化にも対応し
た教育が拡充されている。

組織的な知の集積と発信
・ 学院内外の研究者との共同研究が促進され、

組織的に知の集積と発信を促す取組がなされ
ている。

・ 複数分野で青山学院大学の高い研究力が広く
社会に認知されている。

Goal2    ＜ 教育・研究システム ＞
すべての教育段階で価値創造のための教育が広く提供され、
多くの研究成果が組織的に生み出される

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

開かれた学びと新たな価値の創造
・ 学校を取り巻く多様な人々や諸機関と創

造的に関わり合い、社会課題の解決や社
会に対する新しい価値創造の実績が積ま
れている。

開かれた研究拠点の創出
・ 多様な研究者を受け入れ、積極的に研究

ネットワークのイニシアティブをとり、
研究の創発（「創造と想像」の発信）の場と
なっている。

Goal3    ＜ ソーシャル・エンゲージメント ＞
すべての人と社会のための 『学びと研究の拠点』になる

環
境
基
盤

・ 青山学院が今後も社会から求められる学校であるための、
　多様な在校生の受入れや適正な学校規模に関する方向性の検討・決定と周知
・ 教育研究環境の整備に資するキャンパス再開発計画
・ 教育研究環境の整備を見据えた青山キャンパス老朽化建物の建替え計画
・ 青山学院相模原キャンパス・校外施設等の課題整理・方針策定・実施

Base1    ＜ 環境基盤 ＞　3Goalsを実現するための教育研究環境を整備
① 日本における少子高齢化と世界の人口増加を鑑み、多様な人々を受け入れる適正な規模（在籍者数）の学校を目指す
② バーチャル空間での教育を視野に入れ、適切なキャンパス配置、学外施設の整備を行う
③ 社会連携のための社会に開かれたキャンパスを構築する
④ 正課（教育課程）・正課外（教育課程外）の両面で日常的に海外学生と協働する環境を整備する
⑤ 環境へ配慮したエコキャンパス、誰もが利用しやすいバリアフリーな施設を整備する

組
織
基
盤

・ 教学-経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制の確立
・各設置学校における教職協働体制の構築を担える職員の人材配置及び育成
・今後10年間で人事部が取組むサーバント・リーダー輩出に資する人事政策の実行

Base2    ＜ 組織基盤 ＞　3Goalsを実現するための組織機構の整備
① 教学ー経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制を確立する
② 各設置学校で教職協働体制を確立する
③ 働き手の多様性を活かす組織体制を確立する
④ 学外のリソースを有効に活用する体制を確立する

財
政
基
盤

・ 財政基盤確立のための数値目標の設定及び目標達成のための方策の検討・実行
・ 学院財政における10年収支試算表の作成・更新
・ 在学生等への経済的支援充実に向けた原資の再構築
・ 万代基金拡大を目的とした資金運用の推進

Base3    ＜ 財政基盤 ＞　3Goalsを実現するための財政基盤の確立
① 青山学院を目指す意欲ある学生や生徒が、経済的理由で進学を諦めることがないよう、支援体制を確立する
② 意欲ある在籍学生や生徒の経済的支援体制を確立する
③ 世界に並び立つ教育研究を支える体制を確立する
④ 超長期的視点に立った重点投資を行い、教育の質向上と経営の発展の好循環を目指して、安定的な財政基盤を維持する

3Goals & 3Bases

詳しくはWEBをご覧ください

「30年後のありたい姿・あるべき姿」を実現する

AOYAMA
VISION

160

「アントレプレナーシップ人材」を
育成し、「青学発スタートアップ」を
支援します。

Goal2

「ダブルディグリープログラム等の
学位取得型留学」を拡充し、
留学制度の充実を図ります。

Goal2

長期目標（10 年）「AOYAMA VISION 160」 超長期ヴィジョン（30 年後）「AOYAMA MIRAI VISION」

学
院
一
貫
教
育

4つの教育要素の共有
・ 青山学院の「キリスト教教育」「国際教育」
「先端科学教育」「想像＆創造教育」の4要
素について、定義が明文化（共通言語化）
され、学院内において共通理解となって
いる。

・ 4要素のうち、設置学校間で共通する方
法（人権教育・平和共生教育・STEAM教
育等）があるものについては、それが明
確となり、設置学校間で連携して取り組
まれている。

・ 学院の内外において、これら４要
素が青山学院の教育の特長として
認知されている。

系属校との共有
・ 系属校と青山学院の理念と目指す人物像が

共有されている。
・ 系属校と4要素の共通理解と実践への参画、協働

を可能にする取組がなされている。

Goal1    ＜ 学院一貫教育 ＞
価値共有による一貫教育が提供される

教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム

4つの教育要素の実践
・ 「キリスト教教育」「国際教育」「先端科学

教育」「想像＆創造教育」の４要素すべて
について、学院共通の定義のもとに、各
設置学校において成長段階に応じた教育
が提供されている。

・ 「想像＆創造教育」については、イマジ
ネーション（想像力）とクリエイティビ
ティ（創造力）を伸ばしイノベーション

（改革）を起こす、他にはないユニークな
教育プログラムとして学院内外から注目
されている。

教育手法と学ぶ人の拡充
・ 対面による教育と遠隔（バーチャル含む）

による教育の最適なバランスが保たれ、
ライフスタイルや学習目的に応じた教育
手法が取り入れられている。

・ その教育手法が広く社会に認知され、属
性にとらわれず多様な層から学ぶ人を受
け入れている。

創造を促す教育の実施
・ 個別最適な学習と協働学習の最適

なバランスが保たれ、個人の創造
のみならず、集団的な創造を促す
教育がなされている。

・ 個人を尊重し、豊かな人格の形成に
資する評価、社会に受け入れられる
評価がなされている。

地球市民の育成
・ 海外との交流プログラム・協働プログラムが

拡充され、正課（教育課程）・正課外（教育課
程外）を問わず日常的に海外の学生・スタッ
フ等と協働する場が提供されている。

・ 地球市民として世界の人々や様々なもの（テ
クノロジーや自然等）と関わり合い、自然界
のあらゆる生命体を視野に入れた価値創造
のための教育が提供されている。

生涯学習の拡充
・ 一生涯において教育と居場所を提供し、働き方

の多様化によるキャリア形成の変化にも対応し
た教育が拡充されている。

組織的な知の集積と発信
・ 学院内外の研究者との共同研究が促進され、

組織的に知の集積と発信を促す取組がなされ
ている。

・ 複数分野で青山学院大学の高い研究力が広く
社会に認知されている。

Goal2    ＜ 教育・研究システム ＞
すべての教育段階で価値創造のための教育が広く提供され、
多くの研究成果が組織的に生み出される

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

開かれた学びと新たな価値の創造
・ 学校を取り巻く多様な人々や諸機関と創

造的に関わり合い、社会課題の解決や社
会に対する新しい価値創造の実績が積ま
れている。

開かれた研究拠点の創出
・ 多様な研究者を受け入れ、積極的に研究

ネットワークのイニシアティブをとり、
研究の創発（「創造と想像」の発信）の場と
なっている。

Goal3    ＜ ソーシャル・エンゲージメント ＞
すべての人と社会のための 『学びと研究の拠点』になる

環
境
基
盤

・ 青山学院が今後も社会から求められる学校であるための、
　多様な在校生の受入れや適正な学校規模に関する方向性の検討・決定と周知
・ 教育研究環境の整備に資するキャンパス再開発計画
・ 教育研究環境の整備を見据えた青山キャンパス老朽化建物の建替え計画
・ 青山学院相模原キャンパス・校外施設等の課題整理・方針策定・実施

Base1    ＜ 環境基盤 ＞　3Goalsを実現するための教育研究環境を整備
① 日本における少子高齢化と世界の人口増加を鑑み、多様な人々を受け入れる適正な規模（在籍者数）の学校を目指す
② バーチャル空間での教育を視野に入れ、適切なキャンパス配置、学外施設の整備を行う
③ 社会連携のための社会に開かれたキャンパスを構築する
④ 正課（教育課程）・正課外（教育課程外）の両面で日常的に海外学生と協働する環境を整備する
⑤ 環境へ配慮したエコキャンパス、誰もが利用しやすいバリアフリーな施設を整備する

組
織
基
盤

・ 教学-経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制の確立
・各設置学校における教職協働体制の構築を担える職員の人材配置及び育成
・今後10年間で人事部が取組むサーバント・リーダー輩出に資する人事政策の実行

Base2    ＜ 組織基盤 ＞　3Goalsを実現するための組織機構の整備
① 教学ー経営間の適切な意思決定・ガバナンス体制を確立する
② 各設置学校で教職協働体制を確立する
③ 働き手の多様性を活かす組織体制を確立する
④ 学外のリソースを有効に活用する体制を確立する

財
政
基
盤

・ 財政基盤確立のための数値目標の設定及び目標達成のための方策の検討・実行
・ 学院財政における10年収支試算表の作成・更新
・ 在学生等への経済的支援充実に向けた原資の再構築
・ 万代基金拡大を目的とした資金運用の推進

Base3    ＜ 財政基盤 ＞　3Goalsを実現するための財政基盤の確立
① 青山学院を目指す意欲ある学生や生徒が、経済的理由で進学を諦めることがないよう、支援体制を確立する
② 意欲ある在籍学生や生徒の経済的支援体制を確立する
③ 世界に並び立つ教育研究を支える体制を確立する
④ 超長期的視点に立った重点投資を行い、教育の質向上と経営の発展の好循環を目指して、安定的な財政基盤を維持する

3Goals & 3Bases

詳しくはWEBをご覧ください

「未来共創センター」を新設し、
学院一貫教育の課題等について対話から
共創を生み出します。

Goal1 「海外体験・国際交流」を推進し、
地球市民を育てます。

Goal2

「生涯教育プログラム」の拡充により、
いつでも開かれた学びの場を
提供します。

Goal2,3

「アントレプレナーシップ人材」を
育成し、「青学発スタートアップ」を
支援します。

「ダブルディグリープログラム等の
学位取得型留学」を拡充し、
留学制度の充実を図ります。

「想像＆創造教育」の実践により、
生きる力を育てます。

Goal2

「万代基金1000億円」の実現により
すべての奨学生に
給付型奨学金を支給します。

Base3

「青山キャンパス再開発計画」により、
学ぶ人のための環境を整えます。

Base1



AOYAMA VISION（2024 年 11 月発行）

学校法人 青山学院
＜問合せ先＞総合企画部 〒150-8366  東京都渋谷区渋谷4-4-25  Tel.03-3409-6384

Interview

違いを受け入れ仕え合う青学のサーバント・リーダーシップの力
ワールド・ビジョンは、世界の子どもた
ちの健やかな成長を願って活動を展開す
る世界最大級のNGOです。「全ての声は
聞かれる必要がある」というスピリットに
基づくNGOの性質上、会議では多種多様
な意見が交わされ、「これでどう合意に至
るのか」と愕然とすることもしばしばです
が、以前ある会議で、「agree to disagree

（合意しないことを合意する）」という言葉
がキーワードになりました。意見は多様
であり、全員が合意するのは無理である
ことをまず合意しよう、という趣旨の言
葉ですが、これは、意見の違いを受け止め、
その上で、組織としての決定には全員が
同じ方向を向いて行動することも意味し

ています。こうした考え方は、同じよう
な立場にある者同士も互いの違いを受け
入れて仕え合うサーバント・リーダーシッ
プそのものだと感じました。
ワールド・ビジョン・ジャパンは今、青山
学院大学で寄付講座「グローバル課題と
NGO」を開講しています。講師を務めるス
タッフと受講学生は、それぞれに日ごろ
見ている世界が異なるからこそ、授業で
交わりながら得る学びが多く、仕事への
モチベーションや将来を考えるヒントに
なっているようです。小さな一歩ですが、
この講座がサーバント・リーダーを育て、
新しい時代の創造につながることを期待
しています。

木
き な い

内 真
ま り こ

理子さん
特定非営利活動法人
ワールド・ビジョン・ジャパン
理事・事務局長
青山学院高等部（1983年3月卒）
青山学院大学 国際政治経済学部 
国際経済学科（1987年3月卒）

©Social Good Photography,Inc.

株式会社ウェザーニューズ
代表取締役会長
青山学院大学 理工学部 
物理学科（1987年3月卒）

草
くさびらき

開  千
ち ひ と

仁さん

映像メディアを通して社会に新たな問いを届けたい
大学時代は、アートにおける時間と空間
の扱いを探究する授業や、映画制作の基
礎を実践的に学んだゼミなどを通して、
多くの貴重な経験を積みました。これら
は創造性を育み、哲学と映像メディアの
融合に関する深い理解をもたらしました。
現在は、映像メディアの資金調達から完
成後に作品を視聴者に届けるまで、全プ
ロセスを統括する仕事をしています。哲
学的に物ごとを考える力や現実世界に対
する理解力、問題解決能力や視野の広さ
は、人と人をつなぎ、作品を共創するプ
ロデューサーとしての活動に大いに役
立っています。多くの人と協力して映像
を創り上げる過程では意見が衝突するこ

ともあります。各メンバーの声に耳を傾
け、建設的な対話を心がけながら、それ
ぞれの強みを活かして最良の結果に導け
ているのは、青山学院で得たサーバント・
リーダーの資質と学びの賜物です。個人
主義が広まり、自己の関心が強調される
現代社会においても、人と社会に貢献す
る姿勢を保つことは、自分自身を豊かに
する鍵であると考えています。革新的な
作品の創出や新たな才能とのコラボレー
ション、さらに持続可能な資金調達と回
収方法の追求、ブラックユーモアを使っ
た社会問題へのアプローチにも力を入れ
ていきたいです。映像メディアで社会に
新たな問いを届けていきたいですね。

雨
あまなし

無 麻
ま ゆ こ

友子さん
映画プロデューサー
青山学院高等部（2013年3月卒）
青山学院大学 総合文化政策学部 
総合文化政策学科（2017年3月卒）

−新たな時代を創造する、サーバント・リーダーたち−

その国に合ったサービスを創造し、気象災害から命と財産を守る
災害大国である日本は、これまで気象予
測に関して世界でも先進的な取り組みが
行われ、私たち民間気象会社も大きな役
割を果たしてきました。その経験を生か
し、現在東南アジア各国で、気象観測の
インフラ整備や予測システム開発を通し
て、気象災害の減災を図るプロジェクト
を展開しています。その過程では、各国
の気象庁や関連機関と協力し、その国の
文化や気候に合ったサービスを創造して
いかなければなりません。また、時には
ビジネスの観点だけでなく、ボランティ
アベースでの取り組みが求められること
もあります。日本のサービスを出発点と
しつつ、国によるニーズの違いを理解し、

それぞれの国に合った新たなサービスを
創造する上では、まさに青山学院で培わ
れるサーバント・リーダーの資質が不可
欠であり、その重要性をあらためて実感
しているところです。
地球温暖化の影響により、世界中で気象
災害の激甚化が進んでいます。かけがえ
のない命と人間の営みを守るため、気象
予測が果たす役割は大きく、強い使命感
を持って仕事に臨んでいます。気象災害
が予測される時、正しい情報を提供して
被害を低減することは、私たちの使命で
す。これからも「いざという時、人の役に
立ちたい」という思いを胸に、この使命に
向き合っていきたいと思っています。

青山学院の教育は
キリスト教信仰にもとづく教育をめざし、
神の前に真実に生き
真理を謙虚に追求し 
愛と奉仕の精神をもって
すべての人と社会とに対する責任を
進んで果たす人間の形成を目的とする。

学院公式ウェブサイト
https://www.aoyamagakuin.jp/

AOYAMA VISION 160ウェブサイト
https://www.aoyamagakuin.jp/vision/aoyamavision/




